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毛したものです。奥越医療圏と市においての医療需要の現状ど課題を

巴握してあり、今後の地域医療体制整備の方向を検討する手掛かりに

、主オ＿今日は戸の紹讐毒の居亜茄莉午「1ら廿たまま＿

人
口
推
移
や
医
療
施
設
の

利
用
状
況
な
ど
を
分
析

　

報
告
書
は
、
医
療
需
要
の
状
況

と
し
て
奥
越
医
療
圏
と
大
野
市
の

人
口
推
移
や
推
計
患
者
数
、
疾
病

構
造
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
、
医
療

施
設
の
状
況
や
利
用
状
況
、
救
急

患
者
の
搬
送
状
況
、
老
人
保
健
施

設
の
設
置
状
況
な
ど
に
つ
い
て
分

析
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
県
の
保
健
医
療
計

画
に
お
け
る
奥
越
医
療
圏
の
概
要

を
述
べ
、
地
域
医
療
施
設
整
備
の

事
例
考
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
7
割
が
市
外
に
入
院

　

報
告
書
で
は
、
市
内
の
病
院
は

五
施
設
で
、
そ
の
す
べ
て
が
百
床

未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
病
院
は
、
人
口
上
万
人
当

た
り
ト
ニ
・
三
施
設
で
、
全
国
平

均
の
六
・
九
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
一
般
病
床
数
で
は
、
同

じ
く
六
百
七
・
一
床
、
医
師
数
は

六
十
四
・
二
人
と
そ
れ
ぞ
れ
全
国

平
均
の
六
〇
・
三
％
、
三
六
・

四
％
と
低
水
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
み

る
市
民
の
医
療
施
設
の
利
用
状
況

（
平
成
七
年
五
月
分
）
は
、
人
院

で
は
七
二
・
五
％
、
外
来
は
三

四
・
七
％
の
人
が
、
市
外
の
医
療

施
設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
勝
山
病
院
な
ど
奥
越

医
療
圏
内
の
医
療
施
設
を
利
用
し

た
人
は
比
較
的
少
な
く
、
福
井
市

や
松
岡
町
な
ど
福
井
・
坂
井
医
療

圏
内
の
医
療
施
設
を
利
用
し
た
人

が
、
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
医
療
機
能
の
高
い
病

院
が
多
く
、
比
較
的
交
通
機
関
の

便
利
が
良
い
こ
と
を
理
由
の
一
つ

と
し
、
大
野
市
お
よ
び
奥
越
医
療

圈
に
医
療
の
供
給
体
制
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
も
、
原
因
と
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
今
後
の
需
要
増

加
を
考
え
る
と
、
医
療
体
制
の
充

実
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
制
や

休
日
急
患
診
療
所
の
充
実

　

将
来
的
に
は
、
今
後
さ
ら
に
進

む
高
齢
化
と
、
こ
れ
ら
の
動
向
を

十
分
考
え
て
地
域
医
療
の
あ
り
方

を
検
討
す
べ
き
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
市
民
が
安
心

し
て
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
日
常
の
健
康
管
理
を
行

う
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
積
極
的
な

受
療
の
支
援
を
述
べ
て
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
は
、
家
族

や
個
人
の
か
か
り
つ
け
の
医
者
の

こ
と
で
す
。
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を

も
つ
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
傷
病

の
記
録
と
経
過
が
分
か
り
や
す
く

な
り
、
よ
り
適
正
な
治
療
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
休
日
急
患
診
療
所
を

は
じ
め
と
す
る
救
急
医
療
体
制
の

整
備
充
実
に
努
め
、
一
一
次
医
療
機

関
（
通
常
の
入
院
医
療
や
外
来
医

療
の
う
ち
、
極
め
て
専
門
の
医
療

を
供
給
す
る
医
療
機
関
）
と
の
円

滑
な
連
携
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

大
野
地
区
消
防
組
合
の
救
急
患

者
の
搬
送
状
況
を
み
る
と
、
約
四

〇
％
が
大
野
市
以
外
の
病
院
に
転

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
傷
病
者
の
転

送
先
の
大
部
分
は
、
済
生
会
病
院
、

日
赤
病
院
、
県
立
病
院
な
ど
福

井
・
坂
井
医
療
圏
内
と
な
っ
て
い

て
、
時
間
と
の
戦
い
で
あ
る
救
急

医
療
体
制
の
面
か
ら
も
、
医
療
体

制
の
充
実
の
必
要
性
を
指
摘
し
て

い
ま
す
。

－
貫
し
た
体
制
づ
く
り

　

報
告
書
で
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
と
連
携
し
、
疾
病
予
防
か
ら

治
療
・
入
院
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
・
在
宅
看
護
に
い
た
る
ま
で

の
一
貫
し
た
医
療
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
が
、
望
ま
れ
る
地
域
医
療
の
あ

り
方
と
し
て
い
ま
す
。

　

直
接
的
な
医
療
受
診
だ
け
で
な

く
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く

る
」
と
い
う
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
健

康
管
理
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
健

康
相
談
・
健
康
教
育
事
業
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
種
検
診

の
デ
ー
タ
や
傷
病
歴
、
家
族
介
護

状
況
な
ど
を
管
理
す
る
個
人
情
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
も
必
要
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
報
告
書
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
手
で
あ
る
市
民
の
立

場
に
立
っ
た
、
新
た
な
地
域
医
療

の
体
系
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
て

い
ま
す
。

大野地区消防組合の救急患者管外搬送人員（平成7年）
（ill位：ノぐ
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市
総
合
病
院
の
規
模

不
足
一
般
病
床
数
で
想
定

　

平
成
五
年
に
改
定
さ
れ
た
県
の

保
健
医
療
計
画
で
は
、
奥
越
医
療

圈
の
一
般
病
床
の
不
足
数
は
、
七
日

九
上
七
床
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

報
告
書
に
は
、
総
八
口
医
療
施
設

と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
（
末
期
患
者
へ

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を
含
み
、

老
人
保
健
施
設
や
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
を
併
設
し
た
、
救
急
医

療
の
拠
点
、
ま
た
、
包
括
医
療
を

担
当
す
る
市
立
病
院
の
建
設
を
想

定
し
て
、
そ
の
経
費
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

想
定
す
る
診
療
科
は
、
医
療
法

で
定
め
ら
れ
た
科
目
の
ほ
か
に
、

そ
れ
ら
に
関
連
し
て
必
要
と
さ
れ

る
科
目
と
、
今
後
需
要
が
増
え
る

で
あ
ろ
う
科
目
を
加
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
内
科
、
外
科
、

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
産
婦

人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮

膚
科
、
泌
尿
器
科
、
麻
酔
科
、
放

射
線
科
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
の
上
こ
科
で
す
。

　

病
床
数
は
、
人
間
ド
ッ
ク
や
集

中
治
療
室
な
ど
の
十
床
を
含
み
、

県
の
保
健
医
療
計
画
で
不
足
と
さ

れ
る
百
九
上
七
床
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
老
人
保
健
施
設
の
収
容
人

数
は
、
短
期
入
所
者
を
含
み
四
上

人
で
す
。

　

病
院
の
職
員
数
は
医
師
二
十
四

人
と
看
護
婦
百
上
六
人
、
薬
剤
師
、

事
務
職
員
な
ど
を
含
み
二
百
六
人

で
す
。
老
人
保
健
施
設
と
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
、
二
十
七

人
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

年
8
億
円
余
の
持
ち
出
し
に

報
告
書
は
、
想
定
し
た
と
お
り

の
規
模
で
、
病
院
建
設
に
約
百
十

二
億
五
千
一
百
万
円
、
老
人
保
健

設
施
に
約
六
億
三
千
万
円
、
そ
の

他
の
施
設
に
約
八
億
三
千
一
百
万

円
が
掛
か
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
に
必
要
な
企
業
債
（
借
入

金
）
の
元
利
償
還
額
は
、
建
設
六

年
目
で
年
利
四
・
2
％
と
し
て
計

算
す
る
と
、
元
金
償
還
金
と
元
金

利
息
を
合
わ
せ
て
約
十
億
四
百
万

円
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
六
年
度
の
類
似
規
模
自
治

体
の
病
院
実
績
な
ど
の
数
値
を
使

っ
て
の
損
益
計
算
で
は
、
一
日
の

入
院
患
者
数
が
百
七
十
八
人
、
外

来
患
者
数
が
五
百
四
十
三
人
、
老

人
保
健
施
設
の
入
所
者
数
が
四
十

人
あ
る
と
し
て
、
年
間
約
三
億
三

千
一
百
万
円
の
赤
字
を
試
算
し
て

い
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
か
ら
交
付
税
措
置
の
額
を
差

し
引
い
た
市
の
実
質
負
担
額
は
、

四
億
七
千
五
百
万
円
に
な
り
、
病

院
事
業
の
赤
字
額
と
合
計
す
る

と
、
年
間
八
億
六
百
万
円
の
運
営

資
金
が
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
源
面
に
お
い
て
も
一

般
会
計
繰
り
入
れ
後
の
病
院
事
業

会
計
の
赤
字
額
は
、
最
終
的
に
は

一
般
会
計
の
負
担
と
な
り
、
当
該

年
度
の
繰
入
額
と
赤
字
額
の
両
方

が
負
担
と
な
る
こ
と
を
予
想
し
て

い
ま
す
。

医
師
や
看
護
婦
な
ど
の

確
保
が
課
題

　

こ
の
ほ
か
報
告
書
が
指
摘
す
る

総
合
病
院
建
設
で
の
問
題
点
と
し

て
は
、
医
師
、
看
護
婦
、
医
療
技

術
者
な
ど
を
ま
と
ま
っ
て
確
保
す

る
こ
と
の
困
難
性
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
利
用
状
況
の
予
想
は

高
い
利
用
率
で
計
算
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
率
が
低
く
な
れ
ば
よ
り

赤
字
額
は
増
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

報
告
書
は
客
観
的
な
資
料

慎
重
に
地
域
医
療
を
検
討

　

こ
の
報
告
書
は
、
奥
越
医
療
圏

お
よ
び
大
野
市
の
医
療
需
要
と
供

給
の
現
状
と
課
題
を
、
客
観
的
に

分
析
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
報
告
書
を
基
礎
資

料
と
し
て
、
有
効
に
活
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
医
療
協
議
会
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
慎
重
な
研

究
・
協
議
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

問
い
か
け
な
ど
を
し
て
、
地
域
医

療
体
制
の
望
ま
し
い
方
向
や
ア
イ

デ
ア
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

報
告
書
は
行
政
資
料
室
に

　

こ
の
報
告
書
は
、
市
役
所
一
階

の
正
面
玄
関
左
手
に
あ
る
行
政
資

料
室
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
由

に
閲
覧
・
コ
ピ
ー
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
一
読
の
う
え
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
報
告
書
に
つ
い
て
の
詳
し

い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
健
衛
生

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
1
7

1
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
法
（
抜
粋
）

第
四
条
（
総
合
病
院
）
病
院
で

あ
っ
て
患
者
百
人
以
上
の
収
容

施
設
を
有
し
、
そ
の
診
療
科
目

中
に
内
科
、
外
科
、
産
婦
人
科
、

眼
科
及
び
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
を

含
み
、
且
つ
、
第
二
十
二
号
各

号
に
規
定
す
る
施
設
を
有
す
る

も
の
は
、
そ
の
所
在
地
の
都
道

府
県
知
事
の
承
認
を
得
て
総
合

病
院
と
称
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　　　

大野市民の入院先

（平成7年5月の国民健康保険加入者）

住民10万人当たりの医師数

住民10万人当たりの一般病床数

大野市年齢階級別

　　　

人口構成の推移
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市
の
台
所

　

市の平成8年度会計決算がまとま

りました。少々硬い話ですが、皆さ

んの家計簿と同様に、市民の暮らし

に密接なかかわりがあります。今月

は、決算状況を図表を使ってご紹介

します。

市が購入した平家平のブナ林 一般会計

歳
出

　

歳
出
総
額
は
、
百
四
十
七
億
二

千
八
百
八
十
八
万
七
千
円
（
前
年

度
比
七
・
五
％
増
）
で
す
。
目
的

別
で
は
、
民
生
費
（
一
六
・
六
％
）
、

農
林
水
産
業
費
（
一
五
・
一
％
）
、

総
務
費
（
コ
ニ
・
一
％
）
、
土
木

費
（
コ
ニ
・
一
％
）
な
ど
が
上
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
集
落

排
水
事
業
推
進
や
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
で
、
大
幅

に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
決
算
は
事
業
の
種
類
・

量
に
よ
っ
て
毎
年
、
金
額
が
変
動

し
ま
す
。

　

性
質
別
決
算
で
は
、
投
資
的
経

費
の
普
通
建
設
事
業
費
が
最
も
大

き
く
二
八
・
四
％
で
す
。
以
下
、

人
件
費
二
〇
・
五
％
、
扶
助
費
一

一
・
四
％
、
物
件
費
一
一
・
〇
％
、

公
債
費
九
・
三
％
な
ど
で
す
。

目
的
別
決
算
額

ダ歳出合計゛ヽ

147億2，888万

、7千円．

性
質
別
決
算
額

主な普通建設事業

◆庁舎増築・改修事業

　

…………3億5，388万6千円

◆市単道路整備事業

　

…………2億6，851万8千円

◆公社営畜産基地建設事業

　

…………2億3，992万8千円

◆青島工業団地造成事業

　

…………1億7，506万6千円

◆林業地域総合整備事業

　

…………1億6，105万2千円

◆市単河川改良工事

　

…………1億5，489万4千円

◆農村総合整備モデル事業

　

………………1億2，731万円

◆農村基盤総合整備事業

　

…………1億2，106万7千円

◆特定交通安全施設等整備事

　

業……………1億1，280万円

◆県単林道改良事業

　

………………1億1，200万円

◆開成中学校大規模改造事業

　

………………9，205万2千円

◆ブナの森環境保全整備事業

　

………………8．298万1千円

歳出を市民一人当たりで計算すると35万5，624円（32万9．308円）（）内は前年度

総務費

46，736円

（44．727円）

民生費

59，007円

（54，332円）

土木費

46，419円

（41，787円）

農林水産額

53，891円

（45，939円）

教育費

40，092円

（37，419円）

衛生費

29，400円

（28，006円）

商工費

20，731円

（18，550円）

公債費

温泉

消防費

12，702円

（12．318円）

その他

議会費

労働費

災害
復旧費

13，399円

（l3，563円）



歳
人

　

歳
入
総
額
は
百
五
上
三
億
五
千

一
百
八
十
八
万
四
千
円
（
前
年
度

比
六
・
九
％
増
）
。
自
主
財
源
の

人
黒
柱
で
あ
る
市
税
は
、
二
六
・

2
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
税
の

中
心
で
あ
る
市
民
税
、
固
定
資
産

税
と
も
前
年
度
に
比
較
し
て
、
増

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
三
二
・

五
％
で
す
。
次
い
で
市
税
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
交
付
税
は
、

自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対

し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

市
債
は
市
の
長
期
借
入
金
で
す
。

八
年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）

現
在
高
は
約
八
4
L
九
億
円
で
す
。

歳入合計

…
自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入

　

諸
収
入
な
ど
市
が
自
分
で
確
保

　

で
き
る
財
源

・
依
存
財
源
地
方
交
付
税
、

　

国
・
県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に

　

依
存
し
て
い
る
財
源

市
税
の
内
訳

依存財源

自主財源

完成した市庁舎別館

企業会計決算額
水道事業

収

支

収益

的

歳入1億2，798万9千円

歳出1億2，503万1千円

差引295万8千円

収

支

資本

的

歳人1億7，471万9千円

歳出1億9，488万7千円

差引△2，016万8千円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳人24億4．327万1千円

歳出23億2，975万8千円
差引1億1．351万3千円

老人保健事業

歳人42億1：万6千円

歳出41億7，702万4千円

差引2，299万2千円

簡易水道事業

歳人7，590万9千円

歳出6．883万2千円
差引707万7千円

農業集落排水事業

歳人6億6，846万8千円
歳出6億6，627万5千円

差引219万3千円

市民一人当たりの市税負担額

　　　　

9万6，397円（9万3．537円） （）内は前年度

特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

14円

（21円）

軽自動車税

1，491円

（1，442円）

都市計画税

3，705円

（3．560円）

たばこ税

4，173円

（4，299円）

固定資産税

43，337円

（41，830円）

市民税

43．677円

（42，385円）



地
方
分
権
の
時
代
で
す

求
め
ま
す
あ
な
た
の
力
ｐ
ふ
皿
二
＝
↑
米
▽

　

大
野
市
で
は
、
来
年
四
月
採
用

予
定
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

採
用
予
定
人
員
7
般
職
一
事

　

務
＝
4
人
程
度
、
技
術
＝
土
木

　

1
人
程
度
、
保
健
婦
（
保
健

　

士
）
＝
1
人
程
度
（
保
健
婦
（
士
）

　

免
許
取
得
者
ま
た
は
来
年
3
月

　

3
1
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
）

受
験
資
格
【
一
般
職
一
昭
和
4
8

　

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
5
年
4

　

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

社
会
人
は
別
枠
で
採
用

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
社

会
人
を
対
象
に
、
平
成
十
年
四
月

採
用
の
職
員
を
別
に
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
＝
1
人
程
度

受
験
資
格
高
校
卒
業
程
度
の
学

　

力
を
有
す
る
人
で
、
就
業
歴
が

　

平
成
1
0
年
3
月
末
で
5
年
以
上

　

あ
る
昭
和
4
1
年
4
月
2
日
か
ら

　

昭
和
4
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
人

試
験
の
申
し
込
み
は

　
　
　
　

今
月
郊
日
ま
で

試
験
日
程
社
会
人
採
用
も
同
じ

　

日
程
で
す
。
【
一
次
試
験
】
教

　

養
試
験
・
事
務
適
性
検
査
・
作

　

文
試
験
＝
9
月
2
1
日
⑥
大
野
高

校
【
二
次
試
験
】
口
述
試
験
・

健
康
審
査
＝
1
0
月
2
6
日
⑩
（
会

場
未
定
）

申
込
書
の
交
付
市
総
務
部
総
務

　

課
職
員
係
で
交
付
。
郵
便
で
申

　

込
用
紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
「
一
般
職
試
験
申

　

込
書
請
求
」
、
社
会
人
採
用
は

　

コ
般
職
試
験
（
社
会
人
採
用
）

　

申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

あ
て
先
を
明
記
し
て
1
3
0
円

　

切
手
を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
用

　

紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

　

え
、
写
真
を
は
っ
て
提
出
。
郵

　

便
で
試
験
申
し
込
み
を
す
る
場

　

合
は
、
試
験
申
込
書
右
側
の
受

　

験
票
用
郵
便
は
が
き
に
あ
て
先

　

を
明
記
し
て
、
4
0
0
円
切
手

　

（
簡
易
書
留
料
を
含
む
）
を
は

　

り
、
封
筒
の
表
に
「
一
般
職
受

　

験
」
、
社
会
人
採
用
は
「
一
般

　

職
（
社
会
人
採
用
）
受
験
」
と

　

朱
書
き
し
、
書
留
郵
便
で
送
付

受
付
期
間
8
月
4
日
⑧
か
ら
2
2

　

日
②
ま
で
（
郵
送
は
2
2
日
の
消

　

印
ま
で
有
効
）

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
先
〒

　

9
1
2
福
井
県
大
野
市
天
神
町

　

l
l
l
大
野
市
役
所
総
務
部
総

　

務
課
職
員
係
（
豊
0
7
7
9
・

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
2
3
）

9月から老人保健の外来が
1回につき500円に

　

健康保険法などの改正により、9月1日から医

療機関への古払いが、次のように変わります。

国民健康保険（退職者医療含む）

●内服薬（投薬ごと）1日分につき1種類無料、

　

3種類まで30円、5種類まで60円、6種類以上

　

100円
●頓服薬（投薬ごと）1種類につき10円

●外用薬（投薬ごと）1種類50円、2種類100円、

　

3種類以上150円（6歳未満は免除）

老人保健

●入院1日1，000円（市民税非課税世帯など

　

に属する老齢年金受給者は1日500円）

●外来1回500円（同一保険医療機関ごとに1

　

月4回を限度）

●外来薬剤国民健康保険と同じ（市民税非課税

　

世帯などに属する老齢福祉年金受給者は免除）
詳l．い間い合わせは、市役所市民課国保係

（豊66・1111内線457）まで

新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
斉
藤
總
一
郎
氏

脊藤会長

　

六
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な

っ
た
市
農
業
委
員
会
の
新
陣
容
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
六
月
二
十
二
日

に
告
示
さ
れ
た
選
挙
で
無
投
票
当

選
と
な
っ
た
二
十
人
に
、
市
議
会

推
薦
の
三
人
と
農
協
推
薦
二
人
を

合
わ
せ
た
二
十
五
人
か
ら
な
り
、

任
期
は
三
年
で
す
。

　

七
月
十
四
日
に
開
か
れ
た
総
会

で
、
会
長
に
1
藤
總
一
郎
さ
ん
が
、

会
長
職
務
代
理
者
に
は
佐
々
木
一

郎
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
農
政

委
員
会
委
員
長
に
は
西
川
長
一
さ

ん
、
同
副
委
員
長
に
は
水
口
成
一

さ
ん
が
、
農
地
委
員
会
委
員
長
に

は
権
守
栄
一
さ
ん
、
同
副
委
員
長

に
は
脇
本
義
昭
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
農
業
委
員
（
敬
称
略
）

◆
第
一
選
挙
区

　
　
　
　

（
大
野
・
下
庄
・
乾
側
）

奥
村
栄
（
6
9
歳
・
下
丁
）

西
川
長
一
（
7
5
歳
・
泉
町
）

勝
森
藤
市
（
6
3
歳
・
中
野
町
1
）

宇
野
正
幸
（
4
8
歳
・
友
江
）

脇
本
義
昭
（
5
9
歳
・
小
矢
戸
）

明
石
臭
（
5
6
歳
・
中
津
川
）

◆
第
二
選
挙
区
（
小
山
・
上
庄
）

権
守
栄
一
（
5
4
歳
・
平
沢
領
家
）

喪
藤
總
一
郎
（
5
0
歳
・
中
据
）

水
口
成
一
（
6
8
歳
・
上
荒
井
）

斉
藤
正
則
（
4
4
歳
・
下
舌
）

亀
井
薫
（
6
7
歳
・
友
兼
）

水
元
員
也
（
6
6
歳
・
野
中
）

廣
瀬
裕
治
（
5
0
歳
・
木
本
）

◆
第
三
選
挙
区

　
　
　
　

（
富
田
・
阪
谷
・
五
箇
）

林
正
之
（
4
5
歳
・
田
野
）

佐
々
木
一
郎
（
6
3
歳
・
木
落
）

山
村
隆
営
（
5
6
歳
・
上
野
）

森
勉
（
5
7
歳
・
不
動
堂
）

松
田
敬
一
（
6
1
歳
・
新
河
原
）

山
村
良
治
（
5
8
歳
・
柿
ヶ
嶋
）

岩
本
徳
男
（
5
8
歳
・
南
六
呂
師
）

◆
市
議
会
推
薦

土
本
け
い
子
（
4
8
歳
・
庄
林
）

建
石
正
治
（
4
8
歳
・
五
条
方
）

佐
藤
善
夫
（
6
3
歳
・
土
打
）

◆
農
協
推
薦

山
村
肇
（
6
4
歳
・
柿
ヶ
嶋
）

山
田
忠
雄
（
5
5
歳
・
御
給
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
山
内
氏
を
選
任

　

六
月
定
例
市
議
会
最
終
日

の
六
月
二
十
四
日
、
任
期
満

了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
（
任
期
三
年
）

の
選
任
が
行
わ
れ
、
山
内
静

氏
（
六
十
五
歳
・
春
日
一
丁

目
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。



エキサイティング

スポーツ

情X報

●
五
輪
モ
ー
グ
ル
代
表
候
補

　

頑
張
れ
坂
下
美
香
選
手

　

モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
の
坂
下
美
香

選
手
（
2
1
歳
・
茜
町
）
が
、
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
全
日
本
チ
ー
ム

入
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
が
決
ま
れ
ば
、
本
県

で
初
め
て
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

・
B
＆
G
水
泳
大
会

日
時
9
月
7
日
⑥
午
前
9
時

場
所
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
と
保
護
者

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

締
め
切
り
9
月
4
日
④
ま
で
に

　

保
険
料
4
0
0
円
を
添
え
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4

　

・
1
3
1
1
）

●
奥
越
マ
ラ
ソ
ン
勝
山
大
会

　

参
加
者
募
集

日
時
1
0
月
1
2
日
⑩
開
会
式

　

午
前
9
時
4
5
分
雨
天
決
行

会
場
勝
山
市
中
部
中
学
校

種
目
「
2
ブ
」
親
子
の
部
（
小

　

学
1
・
2
年
と
3
・
4
年
の
部
）

　

●
小
学
男
女
（
5
年
生
以
上
）

　

【
3
ソ
】
中
学
男
女
・
3
0
歳
以

　

上
女
子
●
5
0
歳
以
上
男
子
「
5

　

／
」
2
9
歳
以
下
男
子
。
3
0
歳
代

　

男
子
・
4
0
歳
以
上
男
子
・
一
般

　

女
子
［
1
0
回
・
2
0
／
］
一
般
男
女

参
加
資
格
小
学
生
以
上
（
1
8
歳

　

未
満
は
保
護
者
の
同
意
書
）

参
加
料
親
子
＝
1
0
0
0
円

　

小
・
中
学
生
＝
4
0
0
円
、
高

　

校
生
＝
5
0
0
円
、
一
般
＝
1

　

0
0
0
円
（
保
険
料
含
む
）

申
し
込
み
方
法
所
定
の
申
込
用

　

紙
に
参
加
料
を
添
え
て
。
郵
送

　

は
現
金
書
留
か
郵
便
小
為
替
同

　

封
で

申
込
締
切
日
9
月
‐
日
本
（
郵

　

送
は
9
月
1
2
日
②
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
〒

　

9
1
2
大
野
市
天
神
町
1
－
1

　

酋
6
6
●
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

●
市
民
ソ
フ
ト

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
8
月
3
1
日
計
午
前
8
時

場
所
有
終
南
小
学
校
体
育
館

種
目
一
般
の
部
こ
般
女
子
の
部

資
格
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
連

　

盟
に
登
録
し
て
い
な
い
人

参
加
料
1
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
1
7
日
⑧

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事

　

務
局
山
田
喜
久
三
さ
ん
（
容
6
6

　

・
0
0
4
1
）

●
初
心
者
弓
道
教
室

日
時
8
月
2
8
日
④
～
9
月
2
9
日

　

⑧
の
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
7

　

時
3
0
分
～
9
時
（
計
m
一
回
）

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
弓
道
場

対
象
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

　

（
6
5
歳
ま
で
）

受
講
料
2
0
0
0
円

弓
具
弓
道
協
会
で
用
意
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

弓
道
協
会
山
口
誠
一
さ
ん

　

（
容
6
6
・
3
7
3
7
）

お
詫
び
と
訂
正

7
月
号
名
水
マ
ラ
ソ
ン
の
成
績
で
、

2
j
小
学
男
子
5
位
の
昭
間
友
裕

さ
ん
の
字
が
違
っ
て
い
た
の
で
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

施設｀

スポット

9越前大野城

　

大
野
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え

る
現
在
の
「
越
前
大
野
城
」
は
、

昭
和
四
十
三
年
、
萩
原
貞
氏
の
寄

付
を
受
け
旧
天
守
跡
に
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
以
来
、
多
く
の
市
民
や

観
光
客
に
親
し
ま
れ
、
平
成
八
年

度
ま
で
に
約
五
十
四
万
五
千
人
の

入
館
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
－
ま
に
時
代
の
天
守
を
ほ
う
ふ
っ

と
さ
せ
る
外
観
。
中
に
は
、
柳
廼

社
に
伝
わ
る
大
名
道
具
類
や

大
野
城
を
築
い
た
金
森
家
の

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
階
か
ら
は
大
野
盆

地
が
一
望
で
き
、
周
辺
で
は

亀
山
の
自
然
を
楽
し
め
る
こ

と
な
ど
が
好
評
で
す
。

　

金
森
長
近
が
戦
国
時
代
の

天
正
年
間
に
築
い
た
野
面
積

み
の
石
垣
は
、
現
在
ま
で
何

度
も
修
繕
さ
れ
て
守
ら
れ
、

そ
の
形
態
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。
そ
の
石
垣
上
に
現
在

の
二
層
四
階
の
天
守
と
、
二

層
二
階
の
天
狗
櫓
が
渡
り
櫓

で
結
ば
れ
て
建
っ
て
い
ま
す
。

　

天
守
一
階
に
は
、
の
ろ
し
用
の

大
き
な
木
砲
や
天
守
の
建
築
時
に

出
土
し
た
鬼
瓦
な
ど
、
二
階
に
は

金
森
左
京
家
伝
来
の
甲
冑
や
土
井

家
四
代
利
貞
の
甲
冑
、
土
井
家
で

使
わ
れ
た
道
具
類
や
夫
人
用
の
乗

り
物
、
馬
具
な
ど
、
三
階
に
は
幕

末
の
藩
政
改
革
の
複
製
資
料
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　

天
狗
櫓
に
は
、
土
井
家
の
な
ぎ

な
た
や
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇

年
）
の
石
垣
修
復
絵
図
と
そ
の
時

の
奉
行
や
石
工
の
名
が
刻
ま
れ
た

石
、
各
種
の
大
野
城
絵
図
の
写
真

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
館
4
月
～
H
月
（
無
休
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
1
0
・

　

H
月
は
午
後
4
時
ま
で
）
1
2
月

　

～
翌
年
3
月
は
休
館

入
館
料
大
人
1
0
0
円
、
小
・

　

中
学
生
5
0
円

問
い
合
わ
せ
先
越
前
大
野
城

　

（
酋
6
6
・
0
2
3
4
）
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運動と健康

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
は

　
　
　

十
分
な
栄
養
補
給
を

　

暑
い
夏
、
ス
ポ
ー
ツ
で
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
と
思
っ

て
い
る
人
。
ま
た
、
小
・
中
・
高
校
生
は
夏
休
み
に
入
っ

て
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
ま
す
ま
す
力
が
入
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。
運
動
は
、
健
康
の
三
本
柱
（
栄
養
・

休
養
・
運
動
）
の
一
つ
で
す
。
今
月
は
、
運
動
と
健
康
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

貧
血
は
鉄
分
不
足
か
ら

　

熱
心
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の

中
に
は
、
運
動
と
栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
の
重
要
性
に
気
付
い
て
い
な
い

人
が
、
以
外
に
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

運
動
を
し
て
い
て
、
体
が
だ
る

い
・
疲
れ
や
す
い
・
足
が
ふ
ら
つ

く
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

貧
血
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

　

貧
血
は
、
血
液
の
成
分
で
酸
素

を
運
搬
す
る
役
目
を
持
つ
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
は
、

鉄
分
を
含
む
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
で

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
血
液
は
、
永
久
的
な
も
の

で
は
な
く
、
日
々
の
生
活
の
中
で

壊
れ
て
い
き
新
し
い
血
液
と
入
れ

替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
従
っ
て
血

液
の
入
れ
替
わ
り
に
見
合
う
血
液

の
材
料
、
つ
ま
り
鉄
分
を
補
給
し

な
い
と
、
貧
血
に
な
り
ま
す
。

　

貧
血
は
女
性
だ
け
に
起
こ
る
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
決
し

て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ

ー
ツ
に
熱
中
す
る
男
性
や
ま
た
中

学
生
・
高
校
生
な
ど
に
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン

　

鉄
分
は
、
レ
バ
ー
や
あ
さ
り
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ひ
じ
き
、
切
り
干

し
大
根
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
か
ら
の

鉄
分
の
吸
収
率
は
、
平
均
す
る
と

約
1
0
％
と
低
い
の
で
、
鉄
分
を
効

率
よ
く
摂
取
す
る
た
め
に
は
工
夫

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

果
物
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
ビ

タ
ミ
ン
C
は
、
鉄
分
の
吸
収
を
助

け
ま
す
。
従
っ
て
食
事
の
後
に
、

オ
レ
ン
ジ
や
キ
ウ
イ
な
ど
の
果
物

を
食
べ
る
こ
と
は
、
鉄
分
の
吸
収

を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
疲
労
の

回
復
や
け
が
の
予
防
な
ど
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

汗
は
特
別
な
水

　

気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
、
体
か

ら
出
る
汗
の
量
も
増
え
ま
す
。
一

日
の
運
動
練
習
中
に
は
、
三
～
四

い
の
汗
を
か
く
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

汗
は
「
た
だ
の
水
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
、
さ

ま
ざ
ま
な
ビ
タ
ミ
ン
類
、
ま
た
ミ

ネ
ラ
ル
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
汗
を
か
く
と
い
う
こ
と
は

体
に
大
切
な
栄
養
素
を
ど
ん
ど
ん

体
外
に
流
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

運
動
す
る
と
き
は
、
汗
で
流
れ

る
栄
養
素
の
こ
と
を
考
え
、
栄
養

を
多
め
に
補
わ
な
い
と
、
疲
労
や

夏
バ
テ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

悪
循
環
を
招
く

　
　

水
分
の
取
り
過
ぎ

　

暑
さ
で
食
欲
が
無
く
な
っ
て
く

る
と
、
食
事
の
代
わ
り
に
ジ
ュ
ー

ス
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ス
イ
カ

な
ど
の
冷
た
い
も
の
が
欲
し
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
水

分
が
ほ
と
ん
ど
で
、
食
事
の
代
わ

り
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
水
分
に
よ

っ
て
胃
液
が
薄
く
な
り
、
ま
す
ま

す
食
欲
が
無
く
な
り
ま
す
。

　

の
ど
か
渇
い
た
り
運
動
中
に
水

分
を
取
る
場
合
に
は
、
一
回
に
つ

き
コ
ッ
プ
で
一
杯
程
度
、
こ
れ
を

上
分
～
十
五
分
以
上
の
間
隔
を
空

け
て
取
り
ま
し
よ
う
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65…7333）



暮
ら
し
の

ア
畔
君
守
ス

蚊取り器の安全性

便利な電気タイプは
注意が必要

　

夏
の
夜
の
嫌
わ
れ
者
、
蚊
。
こ
れ
ま
で
蚊
の
退
治
に
は

蚊
取
り
線
香
が
付
き
物
で
し
た
。
最
近
、
電
気
で
殺
虫
剤

を
蒸
発
さ
せ
空
気
中
に
拡
散
さ
せ
た
り
、
何
日
間
も
殺
虫

効
果
を
持
た
せ
た
り
す
る
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
蚊
取
り

器
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
蚊
取
り
器
の
種
類
と

安
全
性
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
蚊
取
り

器
は
、
従
来
の
蚊
取
り
線
香
を
含

め
る
と
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

電
気
を
使
用
す
る
も
の

　

液
体
電
子
蚊
取
り
器
（
リ
キ
ッ

ド
タ
イ
プ
）
は
、
薬
液
が
人
つ
た

容
器
を
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
に
差
し

込
む
だ
け
で
、
殺
虫
剤
が
部
屋
の

中
に
広
が
り
ま
す
。
薬
剤
が
人
つ

た
ボ
ト
ル
を
一
本
セ
ッ
ト
す
れ

ば
、
一
日
に
十
二
時
間
使
用
し
て

も
、
三
十
日
間
あ
る
い
は
六
十
日

間
ボ
ト
ル
を
取
り
替
え
ず
に
済
む

物
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
器
具
を
電
気
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
き
忘
れ
る
と
、
い
つ

ま
で
も
殺
虫
剤
は
蒸
発
し
続
け
る

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

電
気
蚊
取
り
器
（
マ
ッ
ト
タ
イ

プ
）
は
、
殺
虫
剤
を
含
ま
せ
た
マ

ッ
ト
を
電
気
で
加
熱
し
た
熱
板

（
セ
氏
百
五
十
度
前
後
）
の
上
に

置
い
て
マ
ッ
ト
を
加
熱
し
、
殺

虫
成
分
を
空
気
中
に
拡
散
さ
せ
、

蚊
を
駆
除
す
る
も
の
で
す
。

　

熱
板
の
上
の
マ
ッ
ト
に
成
分
が

残
っ
て
い
る
限
り
、
一
晩
中
で
も

殺
虫
剤
は
部
屋
の
中
に
漂
っ
て
い

ま
す
。

　

渦
巻
き
型
蚊
取
り
線
香
は
、
木

粉
な
ど
に
薬
剤
の
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド

と
粘
結
剤
の
で
ん
粉
を
加
え
て
練

り
合
わ
せ
、
板
状
に
伸
ば
し
た
も

の
を
渦
巻
型
に
打
ち
抜
き
、
乾
燥

し
て
作
り
ま
す
。
一
般
に
ピ
レ
ス

ロ
イ
ド
系
の
化
合
物
は
そ
の
ま
ま

で
は
有
効
成
分
が
広
が
り
に
く
い

た
め
、
線
香
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
た

で
空
気
中
に
拡
散
さ
せ
蚊
を
駆
除

し
ま
す
。

　

現
在
の
住
宅
は
密
閉
タ
イ
プ
の

物
が
多
く
、
ま
た
ク
ー
ラ
ー
が
普

及
し
て
い
る
の
で
、
渦
巻
型
蚊
取

線
香
は
、
煙
と
に
お
い
で
目
や
の

ど
か
痛
く
な
っ
た
り
、
ぜ
ん
そ
く

な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
し
や

す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
小
さ
い
子
供
の
い
る
家
庭

で
は
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

の
欠
点
を
除
け
ば
使
い
過
ぎ
が
防

げ
、
安
心
で
き
ま
す
。

換
気
に
は
注
意

　

最
近
、
液
体
タ
イ
プ
や
マ
ッ
ト

タ
イ
プ
を
好
ん
で
使
う
人
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
煙
や
に
お
い
が

な
い
の
で
気
が
つ
か
な
い
よ
う
で

す
が
、
殺
虫
成
分
に
よ
っ
て
空
気

の
汚
染
濃
度
は
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
晩
吸
い
続
け
て
い
る
と
、

化
学
物
質
過
敏
症
に
か
か
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

蚊
取
り
器
を
使
用
す
る
と
き

は
、
部
屋
の
換
気
に
心
掛
け
、
効

果
が
あ
れ
ば
電
気
プ
ラ
グ
を
抜
い

て
、
必
要
最
小
限
の
使
用
に
し
ま

し
よ
’
つ
。

蚊取り線循

（
高
温
の
た
め
上
に
昇
る

電気蚊取り

（
低
温
の
た
め
下
に
漂
う
）

消費生活に511するご相談は消費者相談センターへ豊66・1111内線464 りt役所
生活賞党おい｜



市民⑩

ベーダ

」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

　　

元気に育ってね
開成中学校のイトヨ飼育池

＜るー・39登場 越峰吟舞会

汗
を
流
し
て
身
も
心
も
涼
し
く

　

は
か
ま
姿
で
右
手
に
扇
、
そ
し

て
左
手
に
は
剣
。
詩
吟
に
併
せ
て

舞
う
越
峰
吟
舞
会
の
練
習
は
、
華

や
か
さ
の
中
に
勇
ま
し
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

越
峰
吟
舞
会
は
、
五
年
前
に
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
結
成
し
た
当
初

は
、
女
性
の
会
員
も
何
人
か
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
二
十
四
歳
か
ら

六
十
八
歳
ま
で
の
男
性
四
人
だ
け

で
す
。
女
性
が
い
た
こ
ろ
は
剣
舞

だ
け
で
な
く
、
扇
舞
の
練
習
も
し

て
い
ま
し
た
。

　

吟
舞
の
練
習
は
、
毎
週
月
曜
日

の
午
後
七
時
か
ら
二
時
間
。
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
の
剣
道
場
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
富
永
さ

ん
は
毎
週
仕
事
を
終
え
て
、
福
井

市
か
ら
足
を
運
ん
で
来
ま
す
。
居

合
道
の
有
段
者
で
あ
る
富
永
さ
ん

は
、
「
吟
舞
に
は
、
剣
舞
と
扇
舞

が
あ
り
ま
す
が
、
剣
舞
で
は
、
先

ず
剣
の
抜
き
方
や
さ
ば
き
方
な
ど

居
合
い
を
基
本
と
し
て
指
導
し
て

い
ま
す
。
居
合
い
は
心
身
の
鍛
錬

に
な
り
、
背
筋
も
真
っ
す
ぐ
に
な

り
ま
す
よ
」
と
優
し
く
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

吟
舞
は
、
主
に
結
婚
式
な

ど
の
お
め
で
た
い
席
で
舞
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
剣
で
舞
う

こ
と
に
よ
り
「
人
生
を
切
り

開
く
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
ほ

か
に
も
お
お
の
城
ま
つ
り
や

桜
ま
つ
り
・
文
化
祭
な
ど
で

披
露
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　
　

「
吟
舞
の
良
さ
は
、
家
で

も
練
習
が
一
人
で
で
き
る
こ

と
で
す
。
一
人
で
す
る
の
で
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
無
理
の
な
い

健
康
づ
く
り
が
で
き
ま
す
」

と
会
員
の
一
人
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

会
の
悩
み
は
、
会
員
数
が

少
な
い
こ
と
。
現
在
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
女
性
も
ぜ
ひ
ど

う
ぞ
。
ま
た
、
扇
舞
だ
け
と
い
う

人
も
結
構
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
、

宮
渾
守
男
さ
ん
（
容
6
5
・
1
1
8

9
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

『
大
野
の
湧
き
水
お
し
ょ
う
ず
』

『
全
国
水
の
郷
百
選
』

　

八
月
一
日
は
「
水
の
日
」
。
続

く
一
週
間
は
「
水
の
週
間
」
で
す
。

　

大
野
で
水
と
言
え
ば
、
清
水

（
ゆ
う
水
池
）
で
す
。
そ
の
中
の

一
つ
御
清
水
は
、
環
境
庁
選
定

「
名
水
百
選
」
の
一
つ
と
な
り
、

昭
和
六
十
三
年
に
「
第
四
回
全
国

水
環
境
保
全
市
町
村

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

当
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
、
市

役
所
か
ら
御
清
水
ま

で
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

が
設
置
さ
れ
、
図
書

館
に
は
「
水
の
本
コ

ー
ナ
ー
」
が
で
き
ま

し
た
。

　

大
野
史
の
会
編
集

の
『
大
野
の
湧
き
水

お
し
ょ
う
ず
』
も
こ

の
年
に
発
行
さ
れ
ま

し
た
。
各
地
区
に
残

る
清
水
を
訪
ね
、
歴
史
や
い
わ
れ

を
記
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ

の
中
に
は
、
今
で
は
わ
き
水
を
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
水
を
守
っ

て
き
た
姿
も
映
し
だ
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
あ
る
風
景
を
大
切
に
し
て

い
る
地
域
は
大
野
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
土
庁
は
、
当
市
を
は

じ
め
全
国
で
水
に
親
し
み
・
水
を

守
っ
て
い
る
百
七
の
地
域
を
「
水

の
郷
百
選
」
に
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
紹
介
す
る
情
報
誌
が
『
全

国
水
の
郷
百
選
』
で
す
。
各
地
で

水
を
め
ぐ
る
環
境
を
守
り
、
整
備

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
、
水

の
郷
の
特
色
を
比
較
で
き
る
資
料

で
す
。
巻
末
特
集
で
は
、
イ
ト
ヨ

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館

　
　
　
　

（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）

『大野の湧き水おしょうず』

　　

大野史の会編集

　　　　

大野市

『全国水の郷百選』

　

旅の手帖情報版

　　

弘済出版社



私宅／＼r＼こ，そ

明
治
公
園
の
砂
場
に
砂
を

　

I
F
G

　

先
日
、
孫
を
遊
ば

せ
よ
う
と
明
治
公
園

に
あ
る
砂
場
に
行
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
砂
場
に
は
、
砂
が
少
し

し
か
無
く
、
楽
し
む
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

晴
れ
た
日
に
は
、
こ
の
砂
場
で

よ
く
親
子
が
遊
ん
で
い
る
姿
を
見

か
け
ま
す
。
公
園
の
砂
場
は
、
幼

児
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
数
少
な
い
場
所
で
す
。
で
き
る

だ
け
早
く
、
砂
を
入
れ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
（
六
十
三
歳
男
性
）

A

　

急
い
で
現
場
を
確

認
し
に
行
っ
た
と
こ

ろ
、
確
か
に
砂
場
に

は
砂
が
少
な
く
、
遊
び
に
支
障
を

き
た
す
状
態
で
し
た
。

　

早
速
、
砂
を
搬
入
す
る
手
配
を

し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
安

心
し
て
遊
ん
で
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
四
月
か
ら

次
の
施
設
の
管
理
は
公
共
施
設
管

理
公
社
が
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
文
化
会
館
▼
有
終
会
館
▼
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
▼
市
の
各
種
体
育
施

設
（
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
真
名
川

憩
い
の
島
・
明
治
公
園
テ
ニ
ス

場
．
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
グ
ラ
ウ

ン
ド
照
明
施
設
）
▼
公
園
（
亀

山
．
有
終
・
明
治
）
▼
市
営
駐
車

場
（
亀
山
・
城
町
・
水
落
●
北
大

野
・
駅
前
・
駅
前
自
転
車
・
美

里
●
有
明
・
亀
山
北
）

　

施
設
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
十
分
に
目
が
行
き
届
い
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
．

お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
各
施

設
の
係
の
者
や
公
社
事
務
局
（
有

終
会
館
内
豊
6
5
・
8
7
6
6
）
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
財
団
法
人
大
野
市
公
共
施
設

　
　
　
　

管
理
公
社
事
務
局
長
）

●
お
知
ら
せ

　

七
月
号
の
当
欄
で
、
市
の
公
共

施
設
の
休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て

の
意
見
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
文

化
会
館
に
つ
い
て
、
来
年
度
か
ら

変
更
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。

　

な
お
、
十
月
一
日
か
ら
、
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
祝
日
の
翌
日
は
休

館
で
し
た
が
祝
日
が
休
館
と
な
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
－
－
－
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

W恂瞼

ち
ょ
つ
と
ひ
と
「
駅
」
し
ま
せ
ん
か

北
瀬
修
さ
ん
（
五
ト
て
歳
美
川
町
）

　

北
瀬
さ
ん
は
、
六
月
一
日
か
ら

J
R
西
日
本
の
越
前
大
野
鉄
道
部

部
長
に
就
任
し
、
大
野
駅
で
執
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
は
石

川
県
。
福
井
県
へ
は
二
回
目
の
赴

任
で
、
美
川
町
の
社
宅
に
住
ん
で

い
ま
す
。

　

北
瀬
さ
ん
は
、
「
最
初
、
大
野

市
は
山
深
く
、
小
さ
な
た
た
ず
ま

い
の
里
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
来
て
そ

の
認
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。
日

本
情
緒
あ
る
町
並
や
人
情
味
あ
ふ

れ
る
市
民
性
、
ま
た
神
秘
性
に
満

ち
た
大
自
然
。
駆
け
足
で
は
も
っ

た
い
な
い
味
わ
い
深
い
町
で
す

ね
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

鉄
道
部
長
と
し
て
の
新
任
地
で

の
抱
負
は
、
大
野
市
の
P
R
と
観

光
客
の
誘
致
。
そ
し
て
、
地
域
の

人
す
べ
て
か
ら
愛
さ
れ
る
九
頭
竜

線
づ
く
り
で
す
。

　

七
月
に
は
、
金
沢
市
内
の
小
学

生
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
「
わ
ん

ぱ
く
倶
楽
部
」
を
誘
致
し
、
中
島

地
区
で
ア
ウ
ト
ド
ア
の
体
験
学
習

に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
越
前
大
野
駅
を
は
じ
め
、
金

沢
支
社
管
内
の
十
七
の
駅
と
そ
の

周
辺
の
散
策
コ
ー
ス
を
、
映
像
と

冊
子
で
紹
介
す
る
「
ち
ょ
っ
と
ひ

と
駅
」
も
新
た
な
試
み
で
す
。

　

今
後
は
、
「
町
の
中
を
ゆ
っ
く

り
と
歩
い
た
り
、
郊
外
に
も
出
か

け
て
行
き
、
一
つ
一
つ
大
野
の
良

さ
を
肌
で
感
じ
と
り
た
い
で
す
」

と
最
後
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
縄
文
の
体
験
は
い
か
が

　

お
お
の
図
書
館
友
の
会
で
は
、

土
器
の
野
焼
き
と
縄
文
料
理
の
体

験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
土
器
の
野
焼
き

日
程
▼
8
月
1
0
日
⑥
午
前
9
時

　

～
午
後
4
時
＝
土
器
の
成
型

　
　

（
市
図
書
館
）
▼
8
月
3
0
日
①

　

午
後
1
時
～
8
月
3
1
日
⑧
＝
野

　

焼
き
（
旧
六
呂
師
小
学
校
）

参
加
費
2
0
0
0
円
（
粘
土
代

　

を
含
む
）

定
員
2
0
人

準
備
物
へ
ら
・
タ
オ
ル
・
粘
土

　

板
・
霧
ふ
き
（
成
型
時
の
み
）

申
込
締
切
日
8
月
3
日
⑧

▼
火
の
宴

内
容
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と

　

縄
文
料
理
（
講
堂
で
宿
泊
も
で

　

き
ま
す
。
寝
袋
は
貸
し
出
し
ま

　

す
。
）

日
時
8
月
3
0
日
①
午
後
7
時
～

場
所
旧
六
呂
師
小
学
校

参
加
費
1
0
0
0
円

メ
ニ
ュ
ー
縄
文
ク
ッ
キ
ー
・
縄

　

文
草
も
ち
（
ほ
か
の
食
べ
物
・

　

飲
み
物
は
各
自
持
参
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

図
書
館
（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）



中国との交流を開催
市民健康講座と表敬訪問

　

6月25日、市エキサイト広場で本場中国の

気功とツボを体験する市民健康講座が開催さ

れました。市と福井県日本中国友好協会など

が、束洋医学交流事業の一一つとしで行ったも

のです。市民約100人が参加し、浙江省中

医薬研究院の代表から指導を受けました。

　

また6月29日に、浙江省人民対外友好協会

の代表が、市を表敬訪問しました。午前中に

宝慶かを訪れ座禅を体験。午後には有終会館

で懇談の後、お茶席で一一時を過ごしました。

ロックに若さをぶつけろ
MIXコンサートを開く

　

6月15川、巾文化会館で「M1X」と題し

てロックコンサートが開催されました。大野

4年連絡会がー↑ミ催するヤングフェヌ、テイバル

の第1弾として行わわたものです。コンサー

トでは、巾外からの2つのバンドを含む9つ

のバンドが参加しました。いずれのバンドも

10代～30代で構成されていて、持いエネルギ

ーを発散させながら、川ごろの練習の成果を

披露していました。

地元企業に定着を
就職激励会が開催される

　

6月26日、市は有終会館で地元企業就職激

励会を開催しました。若者の地元定着と市内

中小企業の人材を確保するために、地元企業

に新規就職やUターン就職などして、1年以

L経過した人に奨励金が交付されました。こ

の制度は平成2年度から始まり、今回は37人

に奨励金が贈られました。奨励金は市が3分

の2、就職した人の所属する企業が3分の1

を負担しています。

話循回也場秘書広報課広報広聴係豊66一1111



粘備拍崔酒
水からの声を聞く

地域フォーラムで活発論議

　

7月H日、巾文化会館で「水環境・文化・

テクノロジー」をテーマに、全国縦断地域フ

ォーラムが開催されました。芝浦工業大学が

創立70周年を記念して、全国を縦断するフォ

ーラムの一環として行ったものです。基調講

演のあとのフォーラムでは、地域の文化を活

かした水の環境整備について、リバーフロン

ト整備センターの松田芳夫理事長や天谷市長

など6人のパネリストにより、活発な討論が

繰り広げられました。

消費者の目からもチェック

観光土産品審査会で太鼓判

　

6月25日、越前信用金庫本店ホールで観光

土産品の審査会が開催されました。市内で製

造や販売されている、菓子類やそばなど28点

が出品され、表示事項の適正さや包装方法な

どについて、県公正取引協議会や消費者の代

表者など10人が審査にあたりました。審査の

結果、改善が指摘されたものもありましたが

全商品とも土産品として適正と認められまし

た。審査合格商品には、全国観光土産品公正

取引協議会認定証と大野市観光土産品協会の

推奨シールが貼られます。

農業にハイテクを活かせ

肩附痢○れ尚0㈹緋収獅1

　

7月10日、新河原地区にロックウール養液

栽培施設ができました。新河原生産組合（松

田忠三代表）が、県と市から補助金を受け、

約1億円をかけて造りました。施設は鉄骨平

屋建てのハウスとコンピューター制御の養液

栽培設備です。ハウスの中では、トマトの抑

制栽培や半促成栽培が行われます。最初の収

穫は、この秋ごろの予定。この施設の完成に

より冬でも収穫が可能となり、農家の経営改

善と後継者の育成が図られます。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

8月

・
市
民
日
中
友
好
寧
波

　

訪
中
団
参
加
者
募
集

　

福
井
県
と
友
好
関
係
に
あ
る
中

国
浙
江
省
の
寧
波
市
を
中
心
に
、

上
海
や
桂
林
な
ど
の
歴
史
的
な
諸

都
市
を
訪
問
す
る
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

期
日
1
0
月
2
0
日
2
～
2
6
日
2

訪
問
先
上
海
・
寧
波
・
紹
興
。

　

杭
州
・
桂
林

参
加
資
格
一
般
市
民

参
加
費
2
6
万
円
（
パ
ス
ポ
ー
ト

　

取
得
や
個
人
的
経
費
は
含
ま
ず
）

申
込
締
切
日
9
月
1
0
日
2

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〒

　

9
1
2
大
野
市
天
神
町
I
－
I

　

大
野
市
日
本
中
国
友
好
協
会
事

　

務
局
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

2
2
2
）

・
行
方
不
明
者
を
捜
す

　
　
　
　

相
談
所
開
設

　

警
察
で
は
、
8
月
中
県
下
一
斉

に
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
所
で
は
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
全

国
の
資
料
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
設
期
間
8
月
1
日
参
～
3
1
日

⑩
ま
で

開
設
場
所
県
警
察
本
部
鑑
識
課

　

（
a
0
7
7
6
・
2
2
・
2
8
8

　

0
内
線
2
3
6
7
）
ま
た
は
県

　

内
各
警
察
署
刑
事
生
活
安
全

　

課
（
大
野
警
察
署
豊
6
6
・
3
9

　

0
0
内
線
2
6
6
）

・
ワ
ー
プ
ロ
講
座

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
ワ
ー
プ

ロ
の
操
作
方
法
と
、
キ
ー
ボ
ー
ド

を
見
な
い
で
打
つ
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ

ッ
チ
を
習
得
し
、
検
定
試
験
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
8
月
2
8
日
2
～
1
2
月
4
日

　

④
ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜
日
午

　

後
7
時
～
9
時
計
2
5
回

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

使
用
機
種
N
E
C
9
8
0
1
B

　

Λ
一
太
郎
4
・
3
（
M
S
I
D

　

O
S
版
）

定
員
1
5
人

受
講
料
1
5
0
0
0
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
を
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

（
豊
6
5
・
6
8
4
0
）

・
明
る
い
選
挙
標
語
募
集

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
調
、
短
歌
調

な
ど
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ
り

ま
す
。

応
募
締
切
日
8
月
2
9
日
②

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
〒
9
1

　

2
大
野
市
天
神
町
1
－
1
市
選

挙
管
理
委
員
会
（
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
q
a
r
0
1
）

…
O
A
事
務

　
　

職
業
訓
練
生
募
集

　

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
・
簿
記

会
計
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間
9
月
3
日
2
～
1
2
月

　

1
9
日
②
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

4
0
分

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

受
講
費
約
1
万
円
（
教
材
費
）

申
込
締
切
日
8
月
1
8
日
2

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
（
豊
6
6
・
2

4
0
8
）

・
雑
誌
の
無
料
配
布

　

市
図
書
館
で
使
用
し
た
平
成
8

年
1
月
～
1
2
月
の
雑
誌
を
、
4
ヵ

月
分
ず
つ
3
日
に
分
け
て
無
料
で

配
布
し
ま
す
。
一
部
対
象
外
の
も

の
も
あ
り
ま
す
。

期
間
8
月
8
日
②
～
1
0
日
2

　
　

（
3
日
間
）
の
午
前
1
0
時
～

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館

　
　
　
　
　

（
酋
6
5
・
5
5
0
0
）

－交通

安全

剱
r

同
乗
中
に
多
い

　
　
　
　

子
供
の
事
故

　

幼
児
と
小
学
生
の
交
通
事
故

で
一
番
多
い
の
は
何
か
ご
存
じ

で
す
か
。
そ
れ
は
、
飛
び
出
し

事
故
で
も
自
転
車
に
乗
車
中
の

事
故
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
番
多
い
の
は
、
自
動
車
に

同
乗
中
の
事
故
で
す
。
昨
年
、

県
内
で
の
幼
児
と
小
学
生
の
交

通
事
故
の
死
傷
者
は
二
百
八
十

八
人
で
す
。
そ
の
う
ち
飛
び
出

し
事
故
は
四
十
三
人
（
十
四
・

九
％
）
。
自
動
車
に
同
乗
中
の

事
故
は
百
十
八
人
（
四
十
一
％
）

と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
子
供
は
抱
っ
こ
し
た
り
そ

の
ま
ま
座
ら
せ
て
い
る
と
、
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
だ
け
で
も

前
方
に
放
り
出
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
学
童
用
ブ
ー

ス
タ
ー
シ
ー
ト
の
装
着
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

　

装
着
す
る
と
き
、
助
手
席
に

エ
ア
バ
ッ
ク
が
付
い
て
い
る
車

は
、
後
部
座
席
に
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
し
っ
か
り
と
取
り
付

け
て
く
だ
さ
い
。
助
手
席
に
取

り
付
け
る
と
衝
突
時
に
エ
ア
バ

ッ
ク
が
開
い
た
と
き
、
押
し
つ

ぶ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
非
常
に

危
険
で
す
。

　
　

「
じ
ゃ
ま
く
さ
い
、
い
や
が

る
、
ま
だ
早
い
」
は
親
の
都
合
。

親
が
手
本
を
示
し
尊
い
子
供
の

命
を
守
り
ま
し
よ
う
。

ljヤツトアウト！食中毒

　

夏本番。細菌にとっては格好の繁殖時期です。

家庭では、食材や食品の取り扱いについて、清

潔・迅速・加熱または冷却を守り、次のポイン

トで、怖い食中毒を防ぎしょう。

●食中毒予防6つのポイント

①食品の購人…新鮮なものを購人し、買い物

　

後は寄り道せずに帰る。

2家庭での保存…冷蔵庫は詰めすぎない。冷

　

蔵庫は10℃、冷凍庫は一15℃以下を目安に。

3下準備…手を洗う。清潔な調理器具を使う。

④調理…中まで十分に加熱。75℃で1分以上。

⑤食事…食べる前に手を洗う。調理後の料理

　

は長時間室温で放置しない。

⑥残った食品…怪しいものは処分。残りもの

　

は持ち帰らない。

●アウトドアではここに注意

①谷水やわき水などの生水は飲まない。

2生肉の取り扱い後や、用便後は手を洗う。

③弁当や食事材料は低温で保管する。

④バーベキューは十分加熱。熱いうちに食べる。

～奥越保健所大野保健部～

　　　　　　　

（旧称大野保健所）



●INFORMATION

・
夏
休
み
ビ
デ
オ
映
画
劇
場

場
所
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

期
日
・
作
品
8
月
3
日
計
＝
幼

　

児
．
低
学
年
向
け
ア
ニ
メ
1
3
日

　

④
＝
「
と
ん
び
家
族
」
2
0
日

　

⑤
＝
「
や
が
て
・
：
春
」
2
4
日

　

⑨
＝
幼
児
・
低
学
年
向
け
ア
ニ

　

メ
2
7
日
⑥
＝
「
オ
ジ
ロ
の
海
」

　

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～

　

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
視
聴
覚
ラ
イ

　

ブ
ラ
リ
ー
（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）

●
夏
休
み
手
作
り
教
室

日
時
8
月
7
日
車
午
後
2
時
～

場
所
市
図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

内
容
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
・
ば

　

た
ば
た
お
も
ち
や
な
ど

対
象
小
学
中
学
年
以
上
（
低
学

　

年
は
親
子
で
）

持
参
物
う
ち
わ

参
加
費
3
0
0
円

定
員
3
0
人

申
込
締
切
日
8
月
2
日
①

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
市

　

図
書
館
（
容
6
5
・
5
5
0
0
）

・
老
齢
基
礎
年
金
の

　

繰
上
請
求
は
慎
重
に

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
は
、
原
則
と
し
て
6
5
歳
か
ら

で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
6
0
歳
か
ら

6
4
歳
ま
で
の
間
に
「
繰
上
請
求
」

が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
繰
上
請
求
に
は
次
の

よ
う
な
制
約
が
伴
い
ま
す
の
で
、

慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
年
金
額
の
支
給
割
合
が
請
求
時

　

の
年
齢
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
、

　

生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

受
給
率
は
、
6
5
歳
を
1
0
0
％

　

と
し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

　

6
4
歳
＝
8
9
％
6
3
歳
＝
8
0
％

　

6
2
歳
＝
7
2
％
6
1
歳
＝
6
5
％

　

6
0
歳
＝
5
8
％

②
受
給
対
象
月
は
、
請
求
を
し
た

　

月
の
翌
月
か
ら
で
、
さ
か
の
ぼ

　

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
受
給
中
は
ほ
か
の
年
金
が
支
給

　

停
止
に
な
り
ま
す
。

④
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
、
支

　

給
停
止
に
な
り
ま
す
。

⑤
障
害
基
礎
年
金
や
寡
婦
年
金
が

　

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

⑥
配
偶
者
の
死
亡
に
よ
り
、
遺
族

　

厚
生
（
共
済
）
年
金
の
受
給
資

　

格
が
で
き
て
も
、
6
5
歳
に
な
る

　

ま
で
ど
ち
ら
か
一
方
し
か
受
給

　

で
き
ま
せ
ん
。

　
　

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

4
5
5
）
ま
で
。

●
陽
明
中
吹
奏
楽
の
タ
ベ

日
時
8
月
2
7
日
⑤
午
後
6
時
3
0

　

分
開
演

場
所
市
文
化
会
館

内
容
ホ
ー
ル
＝
陽
明
中
吹
奏
楽

　

部
に
よ
る
演
奏
会
（
賛
助
出
演

　

清
水
八
洲
男
と
福
井
室
内
管
弦

　

楽
団
）
ホ
ワ
イ
エ
＝
美
術
部
に

　

よ
る
作
品
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
陽
明
中

学
校
（
容
6
5
・
1
1
2
1
）

●
市
の
紹
介
ビ
デ
オ

　
　
　
　

貸
し
出
し
ま
す

　

当
市
の
P
R
を
目
的
に
大
野
を

紹
介
し
た
ビ
デ
オ
「
力
強
く
・
：
や

さ
し
い
ま
ち
越
前
お
お
の
」
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
野
の
歴
史
や
文
化
、
観
光
名

所
、
地
場
産
業
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

多
方
面
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
も
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4
1
）

●
ミ
ス
お
お
の
9
7
募
集

　

ミ
ス
お
お
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
県
内
に
在
住
す
る
1
8

　

歳
以
上
の
未
婚
女
性
（
高
校

　

生
は
除
く
）

応
募
期
間
8
月
1
0
日
⑥
～
9
月

　

1
0
日
④

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
〒
9
1

　

2
大
野
市
天
神
町
2
－
4
大

　

野
市
観
光
協
会
（
豊
6
5
・
5

　

5
2
1
）

・
古
河
吹
奏
楽
団
と

　

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
の
姉
妹
都
市
茨
城
県
古
河
市

の
吹
奏
楽
団
と
、
大
野
市
民
吹
奏

楽
団
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

日
時
8
月
3
0
日
①
午
後
3
時
3
0

　

分
開
演

場
所
市
文
化
会
館

入
場
料
無
料
（
整
理
券
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先
前
田
利
尚
さ
ん

　

（
容
6
5
・
5
5
8
8
）

●
小
池
公
園
オ
ー
プ
ン
延
期

　

当
紙
先
月
号
で
、
「
小
池
の
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
（
小
池
公
園
）

が
、
7
月
1
8
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

オ
ー
プ
ン
は
、
当
分
の
間
延
期
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
7
月
上
旬
の
大
雨
の

た
め
、
小
池
公
園
へ
通
じ
る
県
道

上
小
池
勝
原
線
の
斜
面
が
崩
壊
す

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
で
す
。

　

道
路
の
危
険
個
所
の
補
修
工
事

が
終
了
し
、
安
全
が
確
保
さ
れ
る

ま
で
は
公
園
の
使
用
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

1人で悩まず「子どもの人権専門委員」へ

　

だれにも相談できず、悩み苦しんでいませんか。

また、そんな友達があなたの周りにいませんか。

　

法務省では、「いじめ」や「体罰」などの子供

をめぐる人権問題に迅速かつ適切に対応するた

め、「子どもの人権専門委員」を設置しています。

県内では人権擁護委員の中から7人が「子ども

の人権専門委員」として指名を受けています。

　

大野市内の担当は、次の委員です。

　

水上憲二委員

　　

（勝山市荒土町細野口29－24豊89・2145）

　

相談は、面接または電話でも構いません。

　

そのほか、「子どもの人権たO番バ福井地方

法務局人権擁護課内aO776・26・9777」また

は福井地方法務局大野支局内（豊66・2249）で

も、相談を受け付けています。ご利用ください。

　

相談時間は、毎週月曜日～金曜日（国民の祝

出ま除く）の午前8時30分～午後5時です。

ご用心！消火器の悪質訪問販売

　　

「消防署の方から来ました」と偽る消火器

の訪問販売が、最近あちこちで問題になって

います。

　

消防署では、このような訪問販売は行つて

いません。また、法律でも一般家庭に消火器

の設置を義務づけていません。紛らわしい勧

誘は、毅然とした態度で断りましょう。
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ザ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
大
野
公
演
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　

島
田
登
茂
子
さ
ん
（
中
野
）

　

中
野
の
島
田
登
茂
子
さ
ん
（
四
十
四
歳
）

の
宝
は
、
昭
和
五
十
七
年
の
八
月
に
自
分
で

撮
影
し
た
ザ
ー
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
大
野
公
演

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
す
。
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
が
、
夏
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
し
、
美
川
町
の
三
角
公
園
で
開
催
さ

れ
た
時
の
も
の
で
す
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
、
世
界
的
に
有
名
な
四

人
組
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
。
現
在
も
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
大
野
に
来
だ
の
は
こ
れ
I

回
き
り
で
す
。

　

公
演
は
、
午
後
四
時
か
ら
二
部
構
成
で
開

催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
十
曲
く
ら
い
ず
つ
を
演

奏
し
て
い
ま
す
。

　

島
田
さ
ん
は
、
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
大
フ

ァ
ン
で
す
。
昔
か
ら
音
楽
が
好
き
で
、
高
校

生
ぐ
ら
い
の
時
に
加
山
雄
三
や
グ
ル
ー
プ
サ

ウ
ン
ズ
な
ど
も
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

洋
楽
で
最
初
に
買
っ
た
レ
コ
ー
ド
が
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
の
物
で
す
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
は
、

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
演
奏
す
る
大
物
バ
ン
ド
。

大
野
で
本
当
に
公
演
す
る
の
を
見
て
、
驚
き

ま
し
た
」
と
当
時
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
公
演
は
、
県

内
で
は
あ
ま
り
な
く
、
県
外
ま
で
行
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
公
演
を
撮

影
し
た
と
き
島
田
さ
ん
は
、
二
十
七
歳
。
一

児
の
母
で
あ
り
、
ま
た
お
腹
に
は
二
人
目
を

授
か
っ
て
い
ま
し
た
。
大
野
公
演
は
遠
く
ま

で
行
か
な
く
て
も
よ
か
っ
た
の
で
、
と
て
も

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。

　

撮
影
に
使
用
し
た
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
は
ご
主

人
か
ら
借
り
た
物
で
す
。
当
時
、
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
は
と
て
も
高
価
な
物
。
音
楽
好
き
の
ご

主
人
が
気
前
良
く
貸
し
て
く
れ
、
そ
の
晩
家

に
帰
っ
て
、
早
速
家
族
み
ん
な
で
鑑
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
思
い
出
に
残
る
大
事
な

も
の
。
永
久
保
存
版
に
す
る
そ
う
で
す
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，542世帯 3匪帯

人口 41．182人 △12人

内訳
男 19，716人 △12人

女 21，466人 O人

6月中の異動
転入 47人 出生 23人

転出 51人 死亡 31人

市内の交通事故状況（nヵ、6曙）

件数内訳
平成9年

6月末

平成8年

6月末
比較

総件数 290件 240件 50件

人
身

事
故

件数 79件 61件 18件

死者 2人 O人 2人

傷者 110人 80人 30人

物損事故 211件 179件 32件

表
紙
の
こ
と
ば

　

身
近
な
河
川
の
汚
れ
具
合
に

つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し

よ
う
と
、
下
庄
小
学
校
P
T
A

と
市
が
「
河
川
環
境
美
化
親
子

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
絵

の
具
や
薬
剤
を
使
い
、
御
清
水

や
学
校
の
池
、
河
川
水
な
ど
の

汚
れ
具
合
を
目
で
確
か
め
、
親

子
で
家
庭
で
の
水
質
汚
濁
防
止

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

今
月
は
、
地
域
医
療
に
つ
い

て
の
基
礎
調
査
報
告
と
、
平
成

八
年
度
の
財
政
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
報

告
書
を
基
に
、
地
域
医
療
の
方

向
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
よ
り

良
い
医
療
体
制
の
確
立
に
向

け
、
市
民
自
ら
の
判
断
も
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

／n見il

　

生
ま
れ
つ
い
て
の
も

の
ぐ
さ
の
う
え
に
、
出

不
精
で
も
あ
る
。
し
か

し
、
旅
は
好
き
で
、
懐

具
合
を
確
か
め
な
が
ら

気
ま
ぐ
れ
に
、
ぶ
ら
ぶ

ら
と
出
か
け
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ
ん
な
時

に
は
、
ま
ず
乗
合
バ
ス
か
九
頭
竜
線
に
乗
り
込

む
。
福
井
か
ら
、
ま
た
列
車
に
乗
る
が
、
で
き

れ
ば
普
通
列
車
が
良
い
。
通
学
す
る
学
生
や
買

い
物
の
主
婦
が
話
す
土
地
の
言
葉
が
聞
け
る

し
、
観
光
客
の
感
想
も
聞
こ
え
る
。
何
よ
り
沿

線
の
風
景
が
窓
か
ら
飛
ん
で
逃
げ
な
い
の
で
、

目
が
疲
れ
な
い
の
が
良
い
▼
何
年
か
前
に
、
そ

う
や
っ
て
小
浜
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
鯖
街

道
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
て
、
腹
が
減
っ
た
の
で
海

に
近
い
寿
司
屋
へ
入
っ
た
。
特
に
雪
が
ひ
ど
い

昼
下
が
り
で
、
ほ
か
に
客
が
い
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
店
主
に
話
し
掛
け
て
み
た
。
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
と
聞
い
て
く
る
の
で
、
大
野
か
ら

だ
と
答
え
る
と
、
そ
れ
で
は
雪
は
珍
し
く
な
い

だ
ろ
う
と
言
う
。
お
か
み
さ
ん
も
出
て
き
て
。

　
　
　

；
実
家
の
嫂
が
大
野
の
「
い
ず
み
ま
ち
」
か
ら
嫁

い
で
い
る
と
言
う
。
隣
に
座
っ
て
、
嫂
か
ら
聞

か
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
大
野
の
こ
と
を
う
れ
し

そ
う
に
話
す
顔
を
見
て
い
る
と
「
い
ず
み
ち
ょ

う
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ど
う
で
も
よ
く
な
っ

た
▼
何
を
見
る
の
だ
と
、
決
め
て
出
か
け
る
旅

も
楽
し
い
け
れ
ど
、
偶
然
訪
れ
た
土
地
で
の
出

会
い
も
、
楽
し
い
も
の
だ
。
大
野
を
ぶ
ら
り
と

訪
れ
た
旅
人
に
、
い
つ
ま
で
も
記
憶
の
棚
か
ら

取
り
出
し
て
は
懐
か
し
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
思

い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
う
。

そ
ん
な
自
然
や
町
並
み
、
そ
し
て
わ
た
し
た
ち

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
（
Y
）

発
行
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県
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1
）
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